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 TDASミーティング / SPASEミーティング







● 3/17 IUGONETデータ解析講習会 (@極地研)
主に学生を対象にした講習会。IUGONETの解析ソフトウェアの使
い方、および各機関の代表的な観測データの解析方法を教える。





● 2010/9/02 International Symposium on the 25th Anniversary of 
the MU Radar (@京大)




● 11/02 地球電磁気・地球惑星圏学会 第128回講演会 (@那覇)
● 11/26 第3回データ科学ワークショップ (@筑波大)
● 12/02 第1回極域科学シンポジウム (@極地研)
● 12/02 第34回極域宙空圏シンポジウム (@極地研)
● 12/15-16 AGU 2010 Fall Meeting (@San Francisco)









Reay, Sarah J., D. C. Herzog, S. Alex, E. P. Kharin, S. McLean, M. Nose, and N. A. Sergeyeva 
(2011), "Magnetic Observatory Data and Metadata: Types and Availability", in Geomagnetic 
Observations and Models, IAGA Special Sopron Book Series, vol. 5, edited by B. Hultqvist, M. 
Mandea, and M. Korte, pp. 149-181, Springer, Netherlands. 
項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 備考
バ
ー
チ
ャ
ル
情
報
拠
点 構築と運営
システム導入 システム更新 多点情報交換システムを各機
関に導入し、緊密な連携体制
を実現する。
拡大
プロジェクトの成果を総括し、
関連他分野への拡大や統合を
検討する。
メ
タ
デ
ー
タ
D
B
シ
ス
テ
ム システム開発
プロトタイプ
開発
公開バージョ
ン開発
一般に公開 DSpaceをベースに、メタデ
ータの登録・検索などを行う
システムを開発する。
システム運用
コンピュータ
更新
メタデータDBの定常運用を
行う。定期的なカスタマイズ
を行う。
メ
タ
デ
ー
タ 共通フォーマッ
ト策定
Ver.1の策定 ドキュメント
整備
超高層大気地上観測データに
適した共通のメタデータフォ
ーマットを策定する。
メタデータ作成
メタデータ作
成スタート
一般に公開 各機関の観測データからメタ
データを抽出し、DB化する。
デ
ー
タ
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
調査・仕様策定
開発環境整備
仕様策定
ドキュメント
整備
各機関の観測データに即した
可視化・解析ソフトの仕様を
策定する。
プログラム開発
プログラム開
発スタート
一般に公開 IDL+TDASを用いたプログラ
ム開発を進める。
そ
の
他
観測DB再整備
各機関で観測DBの再整備を
進める。未公開データについ
てもDB化をはかる。
サイエンス研究
各機関の観測データを活用し
て分野横断型の解析研究を進
める。
Webによる情報
発信
ホームページ
立ち上げ
プロジェクトの活動について、
ホームページを通して世の中
に情報発信する。
プロジェクトの年次計画 (平成23年度)
後半はDB化されていないデータや比較的
古いデータなどを中心に扱う
メタデータ作成・解析ソフト
開発に対応した再整備
後半はアナログデータのデジタル化など、
DB化されてないデータを整備する
後半はDB化されていないデータや比較的
古いデータなどを中心に扱う
必要に応じてフォーマットのアップデートを実施
プロジェクトの進捗にともない、コンテンツの更新と拡充を行う
開発したプロダクトを利用し、各機関の観
測データを用いた解析を行う
IUGONETのサイエンス研究
18
 太陽物理学との連携による超高層大気変動現象の研究
­ 上野、新堀、林らによる研究 【生存圏萌芽研究】
­ 過去の太陽画像データから、過去の紫外線量また超高層大気への
影響の推定  超高層大気長期変動の研究
 超高層大気の風速および地磁気観測データに見られる
温暖化の解析
­ 新堀、能勢、小山、林らによる研究
­ 地磁気静穏日変動(SQ)と熱圏風速との相関解析温暖化のシ
グナルが両者に見られるか?
­ 全球のSQ長期トレンドの比較
 磁気嵐におけるグローバル地磁気変動と電離圏擾乱ダ
イナモに関する研究
­ 新堀らによる研究
­ 複合系の立場で地磁気と熱圏風データとの詳細な調査
­ 磁気嵐時に重要となる中低緯度域の地磁気データの解析
